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【令和２(2020)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、フラーレン中に小分子、金属原子あるいはヘテロ原子を温和な条件下で挿入した内包フラ

ーレンを調製し、これを「ナノフラスコ」として活用して、内包された物質のバルクとは異なる性質を

明らかにすることを目的としている。 

ナノフラスコの開口、修飾、修復の課題において着実な進展が認められる。また、比較的安定な小分

子については内包させることに成功しており、その特異な性質を明らかにしている。一方で、当初の目

標として初年度に達成する予定としていた金属原子や高活性分子の内包については報告できる段階ま

で至っていない。今後、電子デバイスやナノカーボンとの融合など幾つかの研究計画について着実な進

展が望まれる。 


